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第一部 【企業情報】

 

第1 【企業の概況】

 

1 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第157期
第1四半期

連結累計期間

第158期
第1四半期

連結累計期間
第157期

会計期間
自 2019年4月 1日
至 2019年6月30日

自 2020年4月 1日
至 2020年6月30日

自 2019年4月 1日
至 2020年3月31日

営業収益 (千円) 2,532,995 2,467,978 10,266,498

経常利益 (千円) 296,681 270,337 1,137,601

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 246,184 222,620 924,393

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 205,160 241,603 693,399

純資産額 (千円) 12,619,607 13,237,423 13,096,197

総資産額 (千円) 23,503,428 23,035,317 23,168,410

1株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 15.20 13.67 56.93

潜在株式調整後1株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 15.07 13.63 56.53

自己資本比率 (％) 53.6 57.4 56.5
 

(注) 1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

 

2 【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第2 【事業の状況】

 

1 【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

2 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第1四半期連結累計期間における当社グループの営業収益は24億6千7百万円となり、前年同四半期に比べ6千5百万

円（2.6％）の減収となりました。営業原価は19億5千2百万円となり、前年同四半期に比べ5千万円（2.5％）減少しま

したが、販売費及び一般管理費は2億4千8百万円となり、前年同四半期に比べ1千5百万円（6.8％）増加しました。こ

れらにより営業利益は2億6千7百万円となり、前年同四半期に比べ3千万円（10.4％）の減益となりました。経常利益

は2億7千万円となり前年同四半期に比べ2千6百万円（8.9％）の減益となり、特別利益に投資有価証券売却益を6千1百

万円計上しました。法人税等合計1億8百万円を差し引くと、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億2千2百万円とな

り、前年同四半期に比べ2千3百万円（9.6％）の減益となりました。

 
セグメントごとの経営業績は、次のとおりであります。

 
(物流事業)

倉庫業務は前年同四半期に比べ化学工業品、日用品等の取扱が増加し、保管料及び荷役荷捌料収入が増加しまし

た。運送業務は新型コロナウイルスの感染拡大の影響から、荷主企業からの配送委託物量が減少しました。この結

果、外部顧客に対する営業収益は20億5千5百万円となり、前年同四半期に比べ5千2百万円（2.5％）の減収となりまし

た。営業原価において人件費や車両燃料費が減少しましたが、セグメント利益は1億3千万円となり、前年同四半期に

比べ2千7百万円（17.4％）の減益となりました。

 
(不動産事業）

前期後半より新規物件が稼働を始めましたが、一部テナントとの契約終了もあったため、外部顧客に対する営業収

益は3億2千万円となり、前年同四半期に比べ1千3百万円（4.1％）の減収となりました。しかし、減価償却費や租税公

課が減少したことにより、セグメント利益は2億5千3百万円となり、前年同四半期に比べ2百万円（1.1％）の増益とな

りました。

 
(その他の事業）

ゴルフ練習場の入場者数は前年並みで推移し、営業収益が6千5百万円となってほぼ前年並みとなりましたが、人件

費や減価償却費が増加し減益となりました。また、売電事業は安定した稼働を継続しており、営業収益が2千6百万円

となり、減価償却費の減少により増益となりました。

以上により、その他の事業の営業収益は、ほぼ前年並みとなる9千1百万円となりましたが、セグメント利益は3千6

百万円となり、前年同四半期に比べ1百万円（3.4％）の減益となりました。

 
当第1四半期連結会計期間末の資産合計は230億3千5百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億3千3百万円減少しま

した。これは、流動資産において現金及び預金と受取手形及び売掛金が減少したこと等によります。負債合計は97億9

千7百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億7千4百万円減少しました。これは、流動負債において未払法人税等が

減少し、固定負債において長期借入金が減少したこと等によります。純資産合計は132億3千7百万円となり、前連結会

計年度末に比べ1億4千1百万円増加しました。これは、株主資本の利益剰余金が増加したこと等によります。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。

 

3 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第3 【提出会社の状況】

 

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,835,000

計 29,835,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第1四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年8月7日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,374,110 16,374,110
東京証券取引所
（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式
単元株式数100株

計 16,374,110 16,374,110 ― ―
 

(注) 1．提出日現在発行数には、2020年8月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

2．提出日現在発行数のうち、111,100株は現物出資（金銭報酬債権46,884千円）によるものであります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年4月 1日～
2020年6月30日

― 16,374,110 ― 2,624,053 ― 719,030
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である2020年3月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

2020年3月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 66,900
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

162,965 ―
16,296,500

単元未満株式
普通株式  
 

10,710
― ―

発行済株式総数 16,374,110 ― ―

総株主の議決権 ― 162,965 ―
 

(注)　単元未満株式数には自己保有株式47株が含まれております。　

 

② 【自己株式等】

2020年3月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱杉村倉庫

大阪市港区福崎1－1－57 66,900 ― 66,900 0.41

計 ― 66,900 ― 66,900 0.41
 

 

2 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第4 【経理の状況】

 

1．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

2．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間(2020年4月1日から2020年6月30

日まで)及び第1四半期連結累計期間(2020年4月1日から2020年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、EY新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,141,558 3,807,114

  受取手形及び売掛金 1,031,814 928,428

  リース投資資産（純額） 2,271,533 2,256,909

  その他 79,762 112,118

  貸倒引当金 △3,832 △3,733

  流動資産合計 7,520,835 7,100,837

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,903,822 7,898,786

   機械装置及び運搬具（純額） 548,836 548,002

   工具、器具及び備品（純額） 164,891 166,774

   土地 4,521,172 4,521,172

   リース資産（純額） 15,154 15,823

   建設仮勘定 244,279 410,678

   有形固定資産合計 13,398,157 13,561,238

  無形固定資産   

   借地権 295,290 295,290

   その他 424,508 559,472

   無形固定資産合計 719,798 854,762

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,113,224 1,122,049

   繰延税金資産 171,786 138,334

   その他 265,995 279,482

   貸倒引当金 △21,387 △21,387

   投資その他の資産合計 1,529,619 1,518,479

  固定資産合計 15,647,575 15,934,480

 資産合計 23,168,410 23,035,317
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 339,508 286,645

  1年内返済予定の長期借入金 1,796,342 2,069,832

  未払金 81,427 330,211

  リース債務 9,039 7,912

  未払法人税等 326,272 16,675

  未払消費税等 120,471 117,546

  賞与引当金 178,371 93,404

  未払費用 232,726 246,063

  その他 123,042 200,686

  流動負債合計 3,207,201 3,368,978

 固定負債   

  長期借入金 5,587,205 5,136,452

  長期預り金 142,720 147,369

  リース債務 10,090 11,679

  繰延税金負債 135,526 170,143

  役員退職慰労引当金 219,941 186,139

  退職給付に係る負債 730,608 738,101

  資産除去債務 35,050 35,160

  その他 3,870 3,870

  固定負債合計 6,865,012 6,428,915

 負債合計 10,072,213 9,797,894

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,624,053 2,624,053

  資本剰余金 2,416,877 2,416,877

  利益剰余金 7,780,619 7,929,858

  自己株式 △33,822 △60,817

  株主資本合計 12,787,727 12,909,971

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 322,378 340,165

  退職給付に係る調整累計額 △23,213 △22,018

  その他の包括利益累計額合計 299,164 318,147

 新株予約権 9,305 9,305

 純資産合計 13,096,197 13,237,423

負債純資産合計 23,168,410 23,035,317
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第1四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

営業収益 2,532,995 2,467,978

営業原価 2,002,335 1,952,269

営業総利益 530,660 515,708

販売費及び一般管理費   

 給料及び手当 130,280 135,883

 その他 102,479 112,772

 販売費及び一般管理費合計 232,759 248,655

営業利益 297,900 267,053

営業外収益   

 受取利息 5 1

 受取配当金 22,793 21,174

 社宅使用料 6,604 7,207

 その他 2,793 5,494

 営業外収益合計 32,196 33,877

営業外費用   

 支払利息 24,864 21,610

 支払手数料 6,147 5,744

 その他 2,403 3,238

 営業外費用合計 33,415 30,594

経常利益 296,681 270,337

特別利益   

 投資有価証券売却益 73,183 61,149

 特別利益合計 73,183 61,149

特別損失   

 固定資産除却損 13,000 －

 投資有価証券売却損 350 256

 特別損失合計 13,350 256

税金等調整前四半期純利益 356,514 331,230

法人税、住民税及び事業税 68,586 46,162

法人税等調整額 41,743 62,446

法人税等合計 110,330 108,609

四半期純利益 246,184 222,620

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 246,184 222,620
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【四半期連結包括利益計算書】

【第1四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 246,184 222,620

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △42,432 17,786

 退職給付に係る調整額 1,408 1,195

 その他の包括利益合計 △41,024 18,982

四半期包括利益 205,160 241,603

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 205,160 241,603

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(追加情報)

前連結会計年度有価証券報告書の（追加情報）（会計上の見積りに対する新型コロナウイルス感染症の影響に

ついて）に記載した感染症の業績への影響期間等の仮定について、重要な変更は行っておりません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第1四半期連結累計期間
(自 2019年4月 1日
至 2019年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2020年4月 1日
至 2020年6月30日)

減価償却費 182,907千円 188,534千円
 

 

(株主資本等関係)

前第1四半期連結累計期間(自 2019年4月1日 至 2019年6月30日)

1．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年4月25日
取締役会決議

普通株式 利益剰余金 72,969 4.50 2019年3月31日 2019年6月6日
 

 

2．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

3．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 
当第1四半期連結累計期間(自 2020年4月1日 至 2020年6月30日)

1．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年4月30日
取締役会決議

普通株式 利益剰余金 73,382 4.50 2020年3月31日 2020年6月5日
 

 

2．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

3．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第1四半期連結累計期間(自 2019年4月1日 至 2019年6月30日)

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

物流事業 不動産事業
その他の
事業

計

営 業 収 益       

 外部顧客に対する営業
収益

2,107,927 334,123 90,944 2,532,995 － 2,532,995

 セグメント間の内部営
業収益又は振替高

7,200 37,604 10,440 55,244 △55,244 －

計 2,115,127 371,728 101,384 2,588,240 △55,244 2,532,995

セグメント利益 157,850 250,470 37,429 445,750 △147,849 297,900
 

(注)1 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額147,849千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社費

用は、親会社の本社管理部門に係る費用であります。

　　2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第1四半期連結累計期間(自 2020年4月1日 至 2020年6月30日)

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

物流事業 不動産事業
その他の
事業

計

営 業 収 益       

 外部顧客に対する営業
収益

2,055,707 320,468 91,803 2,467,978 － 2,467,978

 セグメント間の内部営
業収益又は振替高

7,200 37,709 10,440 55,349 △55,349 －

計 2,062,907 358,178 102,243 2,523,328 △55,349 2,467,978

セグメント利益 130,384 253,324 36,153 419,862 △152,809 267,053
 

(注)1 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額152,809千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社費

用は、親会社の本社管理部門に係る費用であります。

　　2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 

項目
前第1四半期連結累計期間
(自 2019年4月 1日
至 2019年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 2020年4月 1日
至 2020年6月30日)

(1)　1株当たり四半期純利益 15円20銭 13円67銭

 (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 246,184 222,620

  普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

246,184 222,620

  普通株式の期中平均株式数(株) 16,191,380 16,286,827

(2)　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益 15円07銭 13円63銭

 (算定上の基礎)   

　 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

　 (うち支払利息(税額相当額控除後)　(千円)) － －

　 普通株式増加数(株) 144,243 44,746

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連
結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

2 【その他】

2020年4月30日開催の取締役会において、2020年3月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              73,382千円

②　１株当たりの金額      　                    4円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日    2020年6月5日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年8月7日

株式会社杉村倉庫

取締役会  御中
 

EY新日本有限責任監査法人
 

大阪事務所  
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　田　　博　　信 ㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 入　　山　　友　　作 ㊞

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社杉村倉

庫の2020年4月1日から2021年3月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年4月1日から2020年6月30日

まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年4月1日から2020年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社杉村倉庫及び連結子会社の2020年6月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
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と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書におい

て四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) 1 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

2 XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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